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 Today, many single persons live in a large city Tokyo. Population explosion caused by immigration of single 
persons is able to make a lively business. And it has a strong possibility to make a community. On the other 
hands, the residence like ’’ One- Room Apartments for single persons’’ are avoided people in the area. The reason 
is distant of relationship between single persons and families in the around the area. 
 The subject of this design is “sharing the residence for single persons with families living around the 
area. ’’Involvement between single persons’ lives and families’ ones can make the living environment better, 
various and close relationship among people in the area.	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１． はじめに 
	 現在、大都市東京には多くの単身者が住んでいる。単
身者の流入による人口増加は、地域の商業的賑わいの形
成につながる。また、単身者によって新しいコミュニテ
ィが形成される可能性がある。 
一方で、ワンルームマンションといった単身者住居は地
域からは嫌われやすい。その要因は単身者と地域住民の
関係の希薄さにある。 
	 本計画では“単身者住居を地域に開く”ことを大きな
テーマとする。単身者が共同生活によって住環境をより
豊かにし、その中で多様なつながりを形成する。 
単身者にとって独立性の高いマンションの中で交流が生
まれる機会は絶たれている。そこで、集まって住むメリ
ットを組み込むことで生まれる開放的な生活が単身者の
住まいに対する意識を変換させる。 
	 住居形式として、近年東京を中心に増え続けているシ
ェアハウスを取り入れる。プライベートな個室はそれぞ
れ設け、リビング、キッチン、トイレ、シャワールーム
などの空間・設備を共有することで、関わりのなかった
人同士の間に自然なコミュニケーションを生み出す。 
本計画地である江古田は、単身者にとって住む魅力を
多く持った地域であり、その数は今後も増え続けていく
ことが予想される。また、住商が混在し地域コミュニテ
ィの形成が重要な江古田にとっては、より社会性のある
テーマなのではないか。 
２． 設計・提案 
（１）３つのシェアハウス 
建築物全体を一括りにするのではなく、その中で３つ
のシェアハウスを構成することで、入居者のまとまりに
中間単位を設ける。また、それぞれのシェアハウスには”
集まって住むメリット“となるコンセプトがあり、各々
自分にあったシェアハウスに住むことができる。 
シェアハウス Aは 14の個室がある。コンセプトは「机
の共有」であり、一人暮らしでは得られない大きさの机
を共有することで使うことができる。大きい机では、作
業のバリエーションも増え、全体のコミュニティ・スペ
ースにもなる。 
シェアハウスBには 17の個室がある。コンセプトは「本
の共有」であり、共用部に様々な本があることで、自分
の専門外の本、そしてそれを所有する人に出会うことが
できる。また、本の検索・閲覧を介して共用部に様々な
動線が生まれる。 
シェアハウス C は「SOHO の集まり」である。一つか
二つの個室毎に一つの仕事場を持つ。生活の中で仕事が
でき、孤立することなく様々な職種の人達のあいだにコ
ミュニケーションが生まれる。 
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（２）一階の商業施設との関係 
一階の街路に面した部分にはユーズドショップを設け
ている。具体的には、中古家具店、古雑貨店、古本屋で
ある。シェアハウスは個室が小さいため、入居者が持ち
込めるものは限られる。そこで、入居する際には、要ら
なくなったものをユーズドショップに売りに出し、そこ
に地域住民などが訪れることで、入居者である単身者と
地域住民との間につながりをつくる。また、シェアハウ
スのコンセプトとの連携によって、住商の一体的な活動
が生まれるのではないか。 
 
（３）最小限の個室 
個室の基本ユニットはシェアハウス A が 2,400×3,000、
B が 2,700×3,000 である。C はそれらを二つ所有し個室
と SOHO を使い分けられる。 
最小限のスペースにベッド・机・椅子・収納などを入
れると、狭苦しくなってしまう。そこで、生活に必要な
家具を共用スペースに設け、個室にはベッドだけでも成
り立つようにする。ベッドだけであれば、狭小な個室に
も広がりを感じられたり、ギターや CD ラックなど入居
者各々の趣味を持ち込められる。 
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